
（別紙４）

～ 令和7年2月21日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 令和7年2月26日

（対象者数） （回答者数）

～ 令和7年2月21日

（対象数） （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

説明だけではなく、実際に子どもが、できなかった事ができ

た子どもの姿をみてもらう場を設ける（親子ペアレントト

レーニング実践宿泊教室）

2

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

関係行政のコーディネートが必要である

2

○事業所名 ぷらうらんどkouminkanひだか

○保護者評価実施期間 令和7年2月3日

○保護者評価有効回答数

令和7年2月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月7日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和7年2月3日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用児の保護者から依頼を受けるが、保育所等が必要性を感

じていない

利用児が療育を受けている理由が、保育所等で理解されてい

ないため、本児の抱えている課題が保育所等では、課題とし

て認識されておらず「保育所ではできている」と言われ保育

所等訪問が実現されない

発達段階や発達特性をアセスメントし支援計画が作成されて

いる利用児を対象に実施しているため、一般的な支援ではな

く個別性や専門性の高い支援を提供することができる

訪問目的を明確にするために、訪問前に事前に保護者・保育

所（園）・学校等と話し合いをもっている

事業所における自己評価総括表 保育所等訪問支援（ひだか）公表


